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警報の発表基準をはるかに超える大雨や大津波等が予想され、重大な災害の起こるおそれ
が著しく高まっている場合、気象庁は「特別警報」を発表し最大級の警戒を呼びかけます。

防災気象情報

表中の“数十年に一度”の現象に相当する降水量等の客観的な指標は気象庁ホームページで公表しています。

数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合

数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により暴風が吹くと予想される場合

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合

基準

大雪

暴風雪

暴風

大雨

現象の種類

◆特別警報の発表基準

特別警報が発表されたら
ただちに身を守るために最善を尽くしてください。
重大な災害が起こる可能性が非常に高まっています。
尋常でない大雨や暴風等が予想されています。

大雨警報の発表中に、命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況となったときに、
対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、都道府県と気象台から共同で発表されます。
詳細な範囲については「危険度分布」で確認できます。しかし、特に警戒区域周辺にお住まいの方は、実
際の周囲の状況や雨の降り方にも注意し、土砂災害警戒情報が発表されていなくても、危険を感じたら、
迷わず自主避難を行いましょう。

予報用語 人の受けるイメージ時間雨量 人への影響 屋内 屋外の様子 運転中

（1時間雨量：mm）

やや強い雨 10～ 20 ザーザーと降る 地面からの跳ね返りで足元がぬれる 雨の音で話し声が良く聞き取れない 地面一面に
水たまりが
できる

ー

強い雨 20～ 30 どしゃ降り
傘をさしていてもぬれる

寝ている人の半数くらいが
雨に気がつく

ワイパーを速くしても見づらい

激しい雨 30～ 50 バケツをひっくり
返したように降る

道路が
川のようになる

高速走行時、車輪と路面の間に水膜が生じブ
レーキが効かなくなる（ハイドロプレーニング現象）

非常に
激しい雨 50～ 80 滝のように降る

（ゴーゴーと降り続く）
傘は全く役に立たなくなる

水しぶきで
あたり一面が
白っぽくなり、
視界が悪くなる

車の運転は危険
猛烈な雨 80～ 息苦しくなるような圧迫

感がある　恐怖を感ずる

大雨警報の発表中に、数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨が観測された時に、気象台か
ら発表される情報です。
この情報が発表されたときは、お住まいの地域で、土砂災害や浸水害、中小河川の洪水害の発生につな
がるような猛烈な雨が降っていることを意味しています。実際にどこで災害発生の危険度が高まってい
るかを「危険度分布」も合わせて確認してください。

（ページ内の図表は気象庁ホームページより抜粋、編集）


